
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 213 

令和５年度 地歴公民科 

 

教科 地歴公民 科目 世界史 B 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 詳説世界史 改訂版 （山川出版社） 

副教材等 
アカデミア世界史（浜島書店） ・ 新世界史研究ノート 標準編（啓隆社） 

山川 一問一答世界史 第３版 （山川出版社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１ 教科書・資料集を毎時間持参する。 

２ 歴史的語句の暗記だけではなく、流れを意識しよう。 

３ 資料集をこまめに活用し、地図や写真で多角的に理解を深めよう。 

４ 板書事項をノートやプリントに書き取るだけでなく、説明・発問等の内容をたくさんメモしよう。 

５ 「タテ」の流れと「ヨコ」のつながりを意識すること。 

 

２ 学習の到達目標 

世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理

解させる。文化の多様性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって，歴史

的思考力を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界の歴史の大きな

枠組みと流れに対す

る関心と課題意識を

高め、意欲的に追求す

るとともに、国際社会

に主体的に生きる国

家・社会の一員として

の責任を果たそうと

する。 

世界の歴史から課題

を見いだし、文化の多

様性と現代世界の特

質を世界史的視野に

立って多面的・多角的

に考察するとともに、

国際社会の変化を踏

まえ公正に判断する。 

世界の歴史について

の諸資料を収集し、

有用な情報を選択し

て活用することを通

して歴史的事象を追

求する方法を身に付

けるとともに、追及

し考察した過程や結

果を適切に表現す

る。 

世界の歴史について

の基本的な事柄を、

我が国の歴史と関連

付けながら理解し、

その知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

定期考査 

小テスト 

ノート/プリント提出 

定期考査 

ノート/プリント提出 

定期考査 

レポート提出 

ノート/プリント提

出 

定期考査 

小テスト 

ノート/プリント提

出 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
中
間 

原
始
・古
代 

・オリエントと地中海世界 

・アジア・アフリカの古代文明 

・内陸アジア世界・東アジア世

界の形成 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a:各地域の文明の盛衰、宗教・

社会制度や国家形成の過程

について関心を持って学習

しようとしている。 

b:各地域の古代文明と現代と

のつながり、宗教が地域に与

えた影響を考察している。 

c:各地域の諸資料・地図・遺跡

の写真などを考察している。 

d:各地域の文明、宗教、社会制

度や国家形成過程について

の基本的な知識を身に付け

ている。 

定期考査 

小テスト 

ノート・プリン

ト提出 

発問と評価 

授業態度 

１
学
期
期
末 

中
世 

・イスラーム世界の形成と発展 

・ヨーロッパ世界の形成と発展 

・内陸アジア世界・東アジア世

界の展開 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

a:イスラーム世界の成立・拡

大、ローマ帝国の東西分裂後

のヨーロッパ社会、十字軍以

降の西ヨーロッパ世界の変

容、内陸アジア世界とモンゴ

ル帝国について関心を持っ

て学習しようとしている。 

b:イスラーム世界の拡大・変容

を、内陸アジア世界やヨーロ

ッパ世界の動向と関連付け

て考察している。封建社会の

仕組み・変容を、ローマ教皇

権・国王による中央集権化と

関連付けて考察している。 

c:マグナ＝カルタや英仏の系

図などの資料、イスラーム世

界やモンゴル帝国の領域

図・写真を活用・考察してい

る。 

d:イスラーム世界の成立・拡

大・文化、ローマ帝国の東西分

裂後のヨーロッパ社会、十字軍

以降の西ヨーロッパ世界の変

容、内陸アジア世界とモンゴル

帝国についての基本的な知識

を身に付けている。 

定期考査 

小テスト 

ノート・プリン

ト提出 

発問と評価 

授業態度 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期
中
間 

近
世 

・アジア諸地域の繁栄 

・近世ヨーロッパ世界の形成 

・近世ヨーロッパ世界の展開 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:明朝・清朝などの動向、ティ

ムール朝・オスマン帝国・サ

ファヴィー朝などトルコ・イ

ラン世界の展開、大航海時

代・ルネサンス・宗教改革な

ど近世ヨーロッパ世界の形

成と展開について関心を持

って学習しようとしている。 

b:明朝・清朝と周辺諸地域との

関係、アジア各地に成立した

イスラーム王朝の特色や共

通点を考察している。ヨーロ

ッパを中世世界の継承・発展

と近現代の出発点という両

面から考察している。 

C 諸帝国の領域図や、近世ヨー

ロッパ世界の形成・展開に関

する諸資料を考察している。 

d:アジア諸地域の繁栄、近世ヨ

ーロッパ世界の形成・展開につ

いての基本的な知識を身に付

けている。 

定期考査 

小テスト 

ノート・プリン

ト提出 

発問と評価 

授業態度 

２
学
期
期
末 

近
代 

・近代ヨーロッパ・アメリカ世界

の成立 

・欧米における近代国民国家

の発展 

・アジア諸地域の動揺 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:産業革命・アメリカ独立革

命・フランス革命、自由主義

とナショナリズム・国民国家

の形成過程、アジア諸地域の

植民地化や動揺について関

心を持って学習しようとし

ている。 

b:資本主義体制の確立と社会

問題・労働問題の関連、近代

市民社会の原理、ナポレオン

戦争の意義、国際対立、アジ

ア諸地域の動揺、各国の近代

化を比較・考察している。 

c:独立宣言や人権宣言、ウィー

ン会議やベルリン会議、アジ

アの植民地化を、その後の価

値観・国際関係と比較しなが

ら考察している。 

d:近代ヨーロッパ・アメリカ世

界、近代国民国家、アジア諸

地域の動揺についての基本

的な知識を身に付けている。 

定期考査 

小テスト 

ノート・プリン

ト提出 

発問と評価 

授業態度 



 

※令和３年度以前入学生用 

学
年
末 

現
代 

・帝国主義とアジアの民族運

動 

・二つの世界大戦 

・冷戦と第三世界の独立 

・現在の世界 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:帝国主義時代からグローバ

ル化した「地球世界」が成立

した現代までの歴史を、関心

を持って学習しようとして

いる。 

b:帝国主義の背景、欧米列強の

支配による世界の一体化と

アジア諸地域のナショナリ

ズムの関係、二度の世界大戦

の原因・性格、戦後の世界の

諸課題について考察してい

る。 

c:アジア・アフリカにおける欧

米列強の勢力圏図、世界恐慌

の資料、大戦中の地図、大戦

末期のソ連による北方領土

占領、大戦中の諸同盟の資料

を考察している。 

d: 帝国主義時代からグローバ

ル化した「地球世界」が成立し

た現代までの基本的な知識を

身に付けている。我が国の領土

について確かな知識を身に付

けている。 

小テスト 

ノート・プリン

ト提出 

発問と評価 

授業態度 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


